
    

12
月
定
例
会
開
催
さ
れ
る 

 

12
月
定
例
会
が
11
月
29
日
か
ら
12
月
10
日
ま
で
、
12
日
間
の

日
程
で
開
催
さ
れ
慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

  

㈱
し
ぶ
か
わ
温
泉
が
管
理
す
る
温
泉
施
設
（
ユ
ー
ト
ピ
ア
赤
城
・

赤
城
の
湯
ふ
れ
あ
い
の
家
・
敷
島
温
泉
ス
タ
ン
ド
、
北
橘
温
泉
ば
ん

ど
う
の
湯
、
ス
カ
イ
テ
ル
メ
渋
川
・
渋
川
温
泉
ス
タ
ン
ド
）
が
平
成

23
年
３
月
31
で
指
定
管
理
期
間
が
満
了
と
な
る
た
め
、
次
の
会
社

を
指
定
管
理
者
に
指
定
し
、
施
設
の
管
理
を
行
わ
せ
る
も
の
で
す
。 

 

 

                        

              
 

 

人
事
院
勧
告
に
よ
り
期
末
手
当
等
を
引
き
下
げ 

 

 

人
事
院
勧
告
に
よ
り
、
一
般
職
の
職
員
の
給
不
に
関
す
る
法
律
の

一
部
改
正
に
準
じ
て
改
正
す
る
も
の
で
、
議
員
・
特
別
職
・
職
員
の

報
酬
や
給
不
等
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
平
均
で
年
間
約
９
万
円
の

引
き
下
げ
と
な
り
ま
す
。 

一
部
で
景
気
回
復
の
兆
し
は
見
え
ま
す
が
、
依
然
厳
し
い
経
済
状

況
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
財
政
の
健
全
化
を
含
め
、
今

後
の
対
応
は
慎
重
に
行
う
必
要
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

  

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
に
つ
い
て 

  

専
門
的
な
知
識
経
験
を
有
す
る
職
員
の
育
成
に
相
当
の
期
間
を

要
す
る
た
め
、
外
部
よ
り
一
定
の
期
間
、
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る

職
員
を
採
用
す
る
も
の
で
す
。 

当
局
の
説
明
で
は
、
渋
川
総
合
病
院
の
経
営
改
革
に
取
り
組
ん
で

も
ら
う
と
の
こ
と
で
す
が
、
任
期
付
職
員
に
つ
い
て
は
、
専
門
的
知

識
は
勿
論
、
医
師
や
看
護
師
の
確
保
、
地
域
病
院
の
連
携
な
ど
、
様
々

な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
群
馬
県
職
員
の
OB
を
考
え
て
い
る
と
の

説
明
が
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後
の
対
応
に
期
待
し
ま
す
。 

  

奨
学
金
貸
不
条
例
を
一
部
改
正 

  

長
引
く
丌
況
に
よ
り
所
得
の
大
幅
な
減
少
を
強
い
ら
れ
て
い
る

世
帯
の
現
状
を
踏
ま
え
、
進
学
の
意
欲
と
能
力
を
有
し
な
が
ら
経
済

的
な
理
由
で
就
学
困
難
な
人
に
対
し
て
、
制
度
を
充
実
し
、
よ
り
一

層
の
教
育
の
機
会
均
等
を
図
る
も
の
で
す
。 

改
定
内
容
は
他
の
制
度
を
受
け
て
い
て
も
借
り
ら
れ
る
こ
と
や

大
学
で
月
額
２
万
５
０
０
０
円
以
内
が
短
期
大
学
又
は
専
修
学
校

の
専
門
課
程
が
追
加
さ
れ
、
月
額
３
万
５
０
０
０
円
以
内
と
な
っ
た

こ
と
な
ど
で
す
。 

  

道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正 

  

全
国
的
な
地
価
下
落
の
状
況
を
勘
案
し
、
国
及
び
県
に
お
い
て
道

路
占
用
料
の
改
定
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
均
衡
を
図
る
こ

と
か
ら
、
占
用
料
の
額
を
改
定
す
る
も
の
で
す
。 

改
定
前
の
収
入
は
２
４
７
０
万
円
で
し
た
が
、
改
定
後
は
１
６
８

０
万
円
で
32
％
の
減
少
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
準
用
し
て
定
め
て
い

る
法
定
外
公
共
物
（
電
柱
や
鉄
塔
な
ど
）
も
改
正
さ
れ
ま
す
。 

            

 

 

 
 

 

指定管理施設 指定管理者 指定管理期間 

スカイテルメ渋川 

渋川温泉スタンド 

パリッシュ出

版株式会社 

平成 23 年 4 月 1 日～ 

平成 28 年 3 月 31 日 

ユートピア赤城 

赤城の湯ふれあいの家 

敷島温泉 

ライジングプ

ロモーション

株式会社 

平成 23 年 4 月 1 日～ 

平成 28 年 3 月 31 日 

北橘温泉ばんどうの湯 
株式会社しぶ

かわ温泉 

平成 23 年 4 月 1 日～ 

平成 2７年 3 月 31 日 

篠
ち
ゃ
ん
だ
よ
り 

34 号 
10.12.15 

渋川市議会議員 

しのだ 徳寿 

［後援会事務所］ 

大同特殊鋼（株）渋川工場労働組合内 

TEL 0279-23-5198 

FAX 0279-24-3820 

ホームページ
http://geo.t-shinochan55.com/ 

篠田徳寿でも検索できます。 

  

 

 

 

ユートピア赤城 赤城の湯ふれあいの家 

スカイテルメ渋川 

北橘温泉ばんどうの湯 



補
正
予
算
関
係 

 
渋
川
幼
稚
園
建
設
事
業 

 

 

渋
川
幼
稚
園
の
老
朽
化
に
伴
い
新
園
舎
の
改
築
工
事
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
繰
越
明
許
費
と
し
て
６
７
１
５
万
円
が
計
上
さ
れ

ま
し
た
。
新
園
舎
の
建
設
は
平
成
23
年
10
に
着
工
し
、
平
成
24
年

３
月
の
完
成
予
定
で
す
。
卒
園
式
が
済
ん
だ
ら
解
体
し
ま
す
が
、
１

年
間
は
平
成
23
年
４
月
に
行
幸
田
保
育
園
と
統
合
さ
れ
る
第
二
保

育
所
を
使
用
す
る
と
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

              

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成 

  

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
子
宮
が
ん
な
ど
に
効
果
が
あ
る
こ
と

か
ら
多
く
の
自
治
体
で
助
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
の
助
成
も
期
待
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
で
も
中
学
３
年
生
を
優
先
し
て
助
成
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
３
回
必
要
で
あ
り
、
卒
業
し

て
も
対
応
し
た
い
と
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。
１
回
の
接
種
費
用
は
１

万
６
０
０
０
円
と
高
額
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
は
３
年
生
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、
中
学
２
年
生
か
ら
の
対
象
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

議
員
全
員
協
議
会
報
告 

  

旧
渋
川
公
民
館
建
物
保
存
活
用 

 

共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
案
に
つ
い
て 

  

旧
渋
川
公
民
館
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
利
活
用
の
需
要
が
見

込
め
な
い
こ
と
や
財
政
負
担
の
課
題
等
か
ら
、
当
該
建
物
を
取
り
壊

し
、
一
部
保
存
と
す
る
方
針
で
し
た
。
そ
の
後
、
建
物
の
保
存
を
求

め
る
署
名
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
や
議
会
で
市
民
と
の
合
意
形
成
が

で
き
る
ま
で
は
旧
渋
川
公
民
館
に
関
す
る
予
算
を
保
留
す
る
付
帯

決
議
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
渋
川
商
工
会
議
所
と
の
調

整
を
踏
ま
え
、
検
討
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
当
該

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、
保
存
す
る
場
合
の
課
題
と
し
て
い
た
利
活

用
や
市
の
財
政
負
担
等
に
つ
い
て
一
定
の
方
向
性
が
見
い
だ
せ
る

た
め
、
当
初
方
針
を
見
直
し
、
保
存
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る

も
の
で
す
。 

 

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要 

 

市
は
、
旧
渋
川
公
民
館
建
物
を
現
状
の
ま
ま
渋
川
商
工
会
議
所
へ

無
償
譲
渡
し
、
渋
川
商
工
会
議
所
が
主
体
と
な
っ
て
移
転
に
必
要
な

諸
手
続
き
及
び
移
転
改
修
整
備
を
行
い
、
渋
川
商
工
会
議
所
の
事
務

所
と
し
て
の
活
用
を
図
る
も
の
で
す
。 

 

市
は
、
移
転
改
修
に
要
す
る
経
費
の
一
部
に
つ
い
て
補
助
す
る
こ

と
と
し
、
ま
た
、
移
転
改
修
整
備
を
行
う
場
合
の
前
提
と
な
る
市
重

要
文
化
財
の
指
定
手
続
き
を
併
せ
て
行
う
も
の
で
す
。 

 

な
お
、
渋
川
商
工
会
議
所
が
現
在
所
有
す
る
建
物
及
び
土
地
に
つ

い
て
は
、
市
に
寄
付
す
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
は
、
市
と
渋
川
商
工
会
議
所
と
の

役
割
分
担
を
明
確
に
し
、
共
同
で
推
進
す
る
も
の
と
し
ま
す
が
、
市

の
財
政
負
担
に
配
慮
し
、
賛
同
す
る
市
民
等
か
ら
、
保
存
活
動
を
進

め
て
き
た
「
旧
渋
川
公
民
館
の
保
存
と
街
づ
く
り
を
考
え
る
会
」
を

通
じ
た
寄
付
を
補
助
財
源
の
一
部
に
充
て
る
も
の
で
す
。 

・
移
転
改
修
整
備
経
費
に
対
す
る
市
の
補
助
限
度
額 

 

補
助
対
象
経
費
限
度
額
は
２
億
円
と
し
、
そ
の
内
、
土
地
区
画
整

理
事
業
建
物
移
転
に
係
る
補
償
費
（
６
５
０
０
万
円
）
を
除
く
１
億

３
５
０
０
万
円
を
市
補
助
金
限
度
額
と
し
ま
す
。
市
補
助
金
限
度
額

に
は
商
工
会
議
所
の
建
物
土
地
価
額
相
当
額
及
び
一
般
寄
付
も
含

ま
れ
ま
す
。 

  

渋
川
地
区
下
水
道
事
業
認
可
区
域
拡
大 

  

現
事
業
認
可
の
「
都
市
計
画
法
事
業
認
可
」
及
び
「
下
水
道
法
事

業
認
可
」
は
平
成
22
年
度
末
で
事
業
期
間
が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、

事
業
期
間
の
延
伸
（
５
年
）
及
び
事
業
認
可
区
域
の
拡
大
（
２
２
６

ha
）
を
行
い
ま
す
。 

・
第
24
処
理
分
区
（
金
井
軽
浜
・
御
蔭
の
各
一
部 

36

ha
） 

（
金
井
本
町
・
南
町
・
国
町
・
阿
久
津
の
各
一
部 

64

ha
） 

・
第
25
処
理
分
区
（
行
幸
田
・
有
馬
の
各
一
部 

67

ha
） 

・
第
26
処
理
分
区
（
有
馬
・
八
木
原
の
各
一
部 
31

ha
） 

 
 

 
 

 
 

 

（
半
田
の
一
部 

28

ha
） 

 

支
援
者
の
皆
様
に
感
謝
と
お
願
い 

 

来
年
の
渋
川
市
議
会
議
員
選
挙
に
３
期
目
の
挑
戦
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
決
心
し
ま
し
た
。
こ
の
間
の
ご
支
援
・
ご
協
力
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
き
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。 

合
併
後
、
５
年
が
経
過
し
ま
す
が
、
地
域
の
一
体
性
を
含
め
、
課

題
も
残
っ
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源
を
い
か
に
効
果
的
に
、
そ
し

て
必
要
性
を
把
握
し
、
実
行
す
る
た
め
に
、
事
務
事
業
評
価
や
財
産

管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
市

民
要
望
に
迅
速
・
的
確
に
反
映
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

合
併
後
10
年
で
地
方
交
付
税
は
段
階
的
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
15

年
で
23
億
円
の
減
収
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
現
状
の
体
制
で
は
10
年

後
は
、
健
全
な
財
政
運
営
が
で
き
な
く
な
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

今
か
ら
、
行
政
の
ス
リ
ム
化
、
事
業
の
見
直
し
や
遊
休
資
産
の
売
却

な
ど
、
市
民
と
の
協
力
の
中
で
納
得
で
き
る
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。 

市
民
の
目
線
で
、
市
民
の
声
を
力
に
全
力
で
頑
張
る
決
意
で
す
。 

最
後
に
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
お
願
い
の
挨
拶
と
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

 

渋川幼稚園 

第二保育所 


